


キッチンで草木染め

エコな暮らしのアイデアノートエコな暮らしのアイデアノート

　シーズンオフの間に小さなシミや黄ばみ汚れが付いてしまった白いＴシャツやブラウス、そのまま着るのは
抵抗があるけれど、もったいなくて捨てられないという経験はありませんか。もし素材が綿や麻、ウールなど
の天然繊維なら、草木染めで生まれ変わらせてみましょう。草木染めといっても、特別な染料や難しい技術は
必要ありません。自宅のキッチンにある野菜や果物の皮、庭の草花など身近な材料で、手軽に楽しむことがで
きます。今回はどこの家庭でも手に入る玉ねぎの茶色い皮を使った染色に挑戦してみましょう。

【用意するもの】

玉ねぎの茶色い皮（染める布の重量の２割程度）、染色したい布
（シャツなど）。ステンレスやホーローの鍋、不織布の水切り
ネット、菜箸、水洗い用のボール（布が入る大きさのもの）。

キッチンや庭にあるいろいろな素材で試してみよう！
ニンジンの葉（淡い黄緑色）、ナスの皮（灰紫色）、ブドウの皮（薄紫色）、
ヨモギの葉（薄緑色）、紅茶やコーヒーの出がらし（薄茶色）等。

①染液を作る

【染色の仕方】

　忙しい子育ての息抜きに、無理なく、
手早く、身近な材料でできる手づくりを
楽しんでみませんか？本書で紹介され
た作品には、著者が実際に自分の子ども
たちに作り、くり返し使って改良を重ね
た結果、生まれたアイデアがぎっしり。
古着や端切れを利用した子ども服や小
物へのリメイク術から子どもといっしょに作って楽しめる
手作り遊びまで、子育てを楽しむ知恵が詰まっています。

「たのしい手づくり子そだて」
 　　　　　　　　　　　　　　良原 リエ　著

貸出図書コーナーより 今月のおすすめ図書

水洗いした玉ねぎの皮を水切り
ネットに包んで鍋に入れ、全体が
浸る程度の水を注ぎ、沸騰させず
に２０分程度煮出す。火を止めて
玉ねぎの皮を取り出す。

あらかじめ水に濡らしておいた布
を①に入れ、１５分ほど煮る。ムラ
にならないよう菜箸などでかき混
ぜる。火を止め、そのまま冷める
まで置いておく。

②染色する ③仕上げ
鍋から取り出し、よく水洗
いをして、乾かすときれい
な明るい茶色に。

※②の工程のあと、媒染液に浸すと、色の変化を楽しむことができます。ミョウバン媒染（焼きミョウバン小さじ１/水１L）ならき
　れいな黄色に、鉄媒染（市販の木酢酸鉄、または食酢に鉄くぎを浸し一日置いたもの）なら渋い茶色に染色できます。
※素材が綿、麻など植物性繊維の場合は、水の代わりに豆乳と水を１：１で混ぜた液に浸した後、染色すると、より濃く染まります。

　「リメイクは洋裁上級者じゃなくても、手軽
で簡単に楽しめるもの」と語る著者が、直線
に切って縫い合わせるだけの簡単リメイク
術を紹介します。材料はTシャツやジーンズ
など、どこの家にもあるものばかり。元の形
を活かせば、最短３０分で新しい服や小物に
変身します。型紙も不要。詳しい手順をイ
ラストと写真で説明してくれているので、裁
縫初心者にもわかりやすいテキストです。

「簡単おしゃれ！リメイク１年生
 作るのが好きになる30のアイデア」
　　　　　　　　　　　　　　　島本 めぐみ　著



Ｑ.子育てサークル「ちゃチャCha」発足について教えてください。
Ａ.

子どもの衣類を地域でリユース！「今宿おゆずり会」
西区　今宿公民館子育てサークル『ちゃチャCha』

　日ごと成長する子どもの衣類は、着られる期間も短く、その度

に買いそろえるのは家計にとっても大きな負担です。そんな子

育て世代の悩みを互いに助け合う活動として注目されているの

が、今宿公民館の子育てサークル「ちゃチャ Cha」が行っている

「今宿おゆずり会」です。５月に行われた「今宿おゆずり会」の会

場で、代表の兒玉さん、副代表の髙根さんにお話を伺いました。
子育てサークル「ちゃチャ cha」の皆さん

公民館に集まったたくさんの子ども服

　今宿公民館で月２回行われている未就園の乳幼児と保護者のフリー
スペース「ぴよぴよ」に参加していたメンバーに、公民館の方からお声掛
けいただいたのがきっかけで、昨年４月に発足しました。毎月第１・３
月曜日に集まって、子どもといっしょに体操等で体を動かしたり、季節
に合わせた工作を楽しんだりしています。

Ｑ.「今宿おゆずり会」を始めたきっかけは何ですか？
Ａ.　おゆずり会は発足前から始めて、今回で５回目。衣替えに合わせて、

春と秋の年２回のペースで行っています。最初は「ぴよぴよ」に参加し
ていたお母さん同士で、互いに着られなくなった子ども服を交換してい
たのですが、「これを地域でできたらいいよね！」という意見が出たのが
きっかけとなり、公民館にご協力いただいてスタートしました。

Ｑ.どのようなかたちで行っているのですか？
Ａ.　事前に募集期間を決めて、６０～１１０サイズまでの不用になった子どもの衣類を公民館で集めます。

集まった衣類をサイズや種類ごとに仕分けし、当日は整理券を配布して、先着順に１０名、１０分、１０点
までという制限を設けて入れ替え制で選んでもらうシステムです。当初は特に制限を設けずに行ってい
ましたが、できるだけ皆さんに満足していただけるようにと来場者アンケートを実施。現在のようなルー
ルを設け、育児本や絵本、今宿周辺の幼稚園や保育園の制服などもアイテムに加えるようにしました。
来場者から直接意見や要望を聞くことで、改善点もわかり、満足度も高くなっているような気がします。
おゆずり会で残った衣類は、次回に持ち越したり、リユース・リサイクルに回したりして、皆さんのご厚意
で集まったものがごみにならないよう心がけています。

Ｑ.おゆずり会が子育てサークル発足のきっかけにもなっているのですね。
Ａ.　はい。今宿は転勤族も多く、身近に子育てについて相談相手がいない人もいるので、サークルは子育て

に関する情報交換や先輩ママであるメンバーにいろいろアドバイスをいただける場になっています。特
に参加者の校区は限定していないので、興味のある方はぜひ参加していただけるとうれしいです。

Ｑ.今後の活動についてお聞かせください。
Ａ.　今年度から公民館活動の未就園児を対象とした「今宿いきいきキッズ」

で年４回お誕生日会を担当することも決まり、少しずつ活動の場が広がっ
ています。おゆずり会は今後も続けていってほしいという声が多く、自分
たちでもやってみたいという相談を受けることもあるので、必要性は高い
と感じています。今宿周辺の子育てサークルの活動などを参考にし、今宿
らしさを出しながら、今後も楽しんで活動を続けていきたいと思います。

サイズ毎の仕分け作業

「おゆずり会」当日の様子
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